
蘇我稲目  馬子      女 

       女   崇峻④ 

           女    山背大兄王 

      女      聖徳太子(厩戸王） 

           用明③  

           女(推古)⑤ 

 

     ①欽明天皇  敏達②  □  舒明⑥ 

日本史授業プリント古代１(008) 推古朝の政治改革 

 

６世紀のヤマト政権と東アジア（古墳時代後期） 

《朝鮮半島の情勢》１高句麗の南下→百済・新羅を圧迫→２百済・新羅が加羅(任那)を侵略 

《倭(日本)》王権の弱体化・豪族の対立…危機的状態 

            前の大王でそれまでの男系が断絶→越前(?)から迎えられる   権威の低下 

   512．４任那四県割譲事件…百済が加羅の一部を占領   

ヤマト政権も同意→責任者の５大伴金村
おおとものかなむら

(大連)はのちに失脚 

   527．６新羅が加羅へ侵入→ヤマト政権、出兵を計画                

   →７磐井  の乱(527～28) 

     筑紫８ 国 造
くにのみやつこ

(姓
かばね

は９君
きみ

)が新羅と結んで抵抗  

     →大連
おおむらじ

10物部麁鹿火
あ ら か ひ

が中心になって鎮圧   

      磐井の子は11屯倉
みやけ

を献上して服属 

    ※12岩戸山古墳[福岡]は磐井の墓と推定 (13石人・石馬 176ｍ) 

  これ以後、地方反乱は沈静化し、前方後円墳築造も衰退 

    16蘇我稲目(大臣)と17物部尾輿
おこし

(大連)が対立 

      ※蘇我氏は18三 蔵
みつのくら

(斎蔵
いみくら

・内 蔵
うちつくら

・大蔵
おおくら

)を管理 …財政を担当 渡来系氏族と関係が深い 

  538．仏教公伝→崇仏論争…蘇我稲目ら(崇仏派)     物部尾輿ら(排仏派)  

  562.19加羅滅亡…朝鮮半島での拠点を失う 

    20蘇我馬子   (大臣)と21物部守屋    (大連)が対立 

    没→内乱(587：丁未の乱)→物部本宗家滅亡 

       587～592 馬子が擁立 

→馬子と対立し、暗殺される 

 

 

３年   組   番            . 

※「～朝」は「～天皇の朝廷」の略 

大王 

３継体     

22崇峻   

15欽明 

敏達
びだつ

 

 用明 



７世紀前半(推古朝)の改革 

《中国》23隋  の成立[581] …強力な中央集権国家（律令制）→24南北朝統一[589] 

東アジア諸国の脅威  <例> 隋による25高句麗遠征 

      592～628  初の女帝(敏達の皇后) 

   27蘇我馬子…大臣 推古の叔父 物部衰退により大連不在→巨大な権力      共同統治？対立？ 

  28厩戸王  (29聖徳太子)…593. 摂政(?) 用明の皇子、推古の甥、馬子の婿
むこ

   

［１］30冠位十二階    [603]…冠の色で序列 

  31徳・仁・礼・信・義・智×２(大小) 才能・実績に応じて32個人に与える   

    目的  ①33官僚の序列を明確化  ②34人材登用 

    限界  ①35従来の姓も存続  ②皇族と蘇我氏は対象外(別格？) 

［２］36憲法十七条   [604]…最古の成文法(ただし偽作説あり)  

    内容  37和の精神(１条)、38仏教(｢三宝｣)の尊重(２条)、39 詔
みことのり

(天皇の命令)への服従(３条) など 

     全体に 40外来思想(儒教・仏教・法家思想など)の強い影響 

    限界  41罰則はなく、あくまでも官僚(豪族)としての心構え 

［３］外交  (ａ) 42任那復興→新羅遠征計画(600,602,604)→失敗または中止  

  (ｂ) 43遣隋使   の派遣…44「隋書」倭国伝及び『45日本書紀』 

                  600,607,608,614年の４回(600年の遣使は「日本書紀」に記載がない) 

               46607年47小野妹子   らを派遣→隋の48煬帝  は国書の内容に憤慨する 

                「日出処の天子、書を日没する処の天子に致す。 恙
つつが

なきや。」 

              が、翌年答礼使49裴
はい

世
せい

清
せい

   を派遣(妹子と共に倭へ）※高句麗への牽制
けんせい

 

             目的 ①50国際的地位の向上…冊封(称号を受ける)から51対等外交     へ 

              ②52文化の直接摂取 →大化の改新へつながる 

留学生 <例>53高向玄理   、学問僧 <例> 54旻 ・55南淵請安    

［４］歴史書の編纂 …『56天皇記  』『57国記  』620年完成(太子・馬子が協力) 

    目的  神話・伝承も含めて、天皇家と他氏との関係の整理 ←国家意識の高揚 

    ただし現存せず(645年のクーデターの際、蘇我蝦夷邸の炎上とともに焼失) 

  ※58天皇  の称号の成立？…推古朝説と天武朝説がある 
 

※聖徳太子622年没、蘇我馬子626年没、推古天皇628年没 →再び内政の混乱 

 

時代順問題練習 <センター2005年Ｂ追試験より>   

Ⅰ①大王の墓とみられる誉田山(誉田御廟山)古墳が造られた。５世紀 

Ⅱ③物部守屋を滅ぼした人物が，さらに在位中の大王を暗殺した。６世紀後半 

Ⅲ②大伴金村らが，継体を大王に擁立した。６世紀前半 

26推古   
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